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第８６８ 回 例会Ｎｏ．７ 平成 ２５年 ８月２２日（木） 晴

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞﾞ 「それでこそロータリー」

■ 出席報告 会員４２名中１６名出席

■ 出席率

■ 修正出席率

４４.４４％   出席計算人数３６名

８月８日  ９４.７３％

会長挨拶               

皆さんこんにちは。

二十四節気では 8 月 23 日は処暑 暑さ止むですがまだ

まだ暑い日が続きますね。

超音速旅客機の開発について話をいたします。

「低ソニックブーム」について世界的な技術を持っている

ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）は、「Ｄ－ＳＥＮＤ」という、

将来の超音速旅客機実現の最重要課題のひとつである、

「ソニックブーム」を低減させるための機体形状の設計手

法を実証・評価するプロジェクトを進めています。

ソニックブームとは、わかりやすく表現すれば、打ち上

げ花火の『ボーン』という大きな爆音のようなもので、航

空機が上空を超音速で飛行する時、機体各部から発生

する衝撃波のことであり、ひとには瞬間的に爆音として

聞こえるものです。 2003 年に退役した超音速旅客機コ

ンコルドは、ソニックブームにより地上で超音速で飛行

することができず、海上のみに制限されていました。

将来の超音速旅客機開発のための大きな技術的課題が

このソニックブームの低減化なのです。

現在、国際民間航空機関ＴＣＡＯ）において、ソニックブ

ームの国際基準策定が検討されています。技術的優位

性を持つＪＡＸＡはＤ－ＳＥＮＤプロジェクトなどで、得られ

たデータにより、国際基準策定に貢献していきたいとし

ています。

2013 年８月にＤ－ＳＥＮＤ＃２（第２フェーズ実験）が、

スウェーデンの実験場で行われることとなりその試験機

が公開されました。この実験で使われる超音速試験機

「Ｓ３ＣＭ」は、富士重工業との共同開発で進められたこ

ともあり、試験機の公開は栃木県宇都宮市にある富士重

工業で行われました。試験機は全長 7,913m、主翼幅

3,501m、主翼面積4,891m2、全備重量は1,000㎏とのこと

です。

ＪＡＸＡは、全長 47・８ｍで 36～50 人乗り（全席ビジネス

クラス）で、巡航速度マッハ

1.6 程度の小型超音速旅客

機を提案しています。

試験機の機体のほとんど

にはアルミ合金が採用され、

さまざまなデータを収集す

るセンサーが多数取り付け

られ、さらに「ソニックブームを低減させるための、工夫

が随所に見られます」。

この超音速試験機「Ｓ３ＣＭ」を今年8月、スウェーデンエ

スレンジ実験場において、気球で高度 30km に浮上させ、

切り離します。落下速度により超音速に達した機体を、

マッハ約 1.3、経路角 50 度で滑空させ、直下に発生する

ソニックブーム波形を計測します。

先ほどの唯一超音速旅客機であったコンコルドはイギリ

スのBACとフランスのシュド・アビアシオンなどが共同で

開発した超音速旅客機。初飛行は 1969 年 3 月 1 日。原

型機 4 機を含め、20 機が製造されました。

高度 5 万 5,000 から 6 万フィートという、通常の旅客機の

飛行高度の 2 倍もの高度を、マッハ 2.0（2,160ｋｍ/ｈ）で

飛行した、定期国際運航路線に就航した唯一の超音速

民間旅客機でもありました。

開発当時は、世界中から発注があったものの、ソニック

ブームなどの環境問題、開発の遅滞やそれに伴う価格

の高騰、また大量輸送と低コスト化の流れを受けてその

多くがキャンセルとなった。特にニューヨーク便就航に際

しては激しい反対運動が展開され、法廷闘争にまで至っ

た。最終的にはエールフランスとブリティッシュ・エアウェ

イズの 2 社のみによる運行に留まりました。

2001年9月11日に発生したアメリカ同時多発テロによっ

て、低迷していた航空需要下での収益性改善が望めなく

なった事で、2003年5月にエールフランス、同年10月24

日にブリティッシュ・エアウェイズが営業飛行を終了、

2003年11月26日のヒースロー空港着陸をもって全機が

退役しました。

また音速飛行時は機首先端の温度が120 ℃程になる上、

マッハ2を超えた場合胴体は91 ℃になる。さらに熱によ

る機体の膨張により、20cm ほど全長が伸びました。そし



て、客席はエコノミークラス程度のピッチのものが横 4 列

に並び、合計 100 席が設けられていた。なお機体と窓の

熱膨張率が異なるため、前述の高温から窓を大きくでき

ず、その実効面積ははがき程度の大きさでした。マッハ

2 を超えた場合、機内側の窓も継続的に触るのが困難な

ほど加熱されました。

この寸法コンコルドの緒元は、

全長：61.66 m 全幅：25.55 m 高さ：12.19 m 機体幅：

2.88 m

エンジン：ロールス・ロイス・アフターバーナー付きターボ

ジェット 4 基

重量：  最大離陸重量：186ton

巡航速度：マッハ 2.04（約 2,160km/h） 最大航続距離：

7,229 km

離陸速度：400 km/h  着陸速度：296 km/h

客室   座席数：100 席 スーパーソニッククラス（予約

クラスコード － R）（運賃は他機種のファーストクラスの

約 20%増し）

で超音速飛行を追求した美しいデザインや、ほぼ唯一の

超音速旅客機だったこともあり、現在でも根強い人気を

持っています。

ニコＢＯＸ
石井さん

息子のクリニックが８月１７日に開院出来ました。C&C の

設計で、矢野建設様の施工で完成しました。「いしい外科

三好クリニック」と命名しました。今後共御指導賜りますよ

うお願いする次第です。

矢野さん つたない卓話ですがどうぞ宜しくお願いしま

す。

●本日は会員 矢野雄嗣さんの卓話です。矢野雄嗣さ

ん、どうぞ宜しくお願いいたします。

西川会長、加藤幹事、若原、永井、岩田、吉田、水野、西

川、森田、堀江、後藤、河原、高山（敬称略）

本日合計 ３１，０００円

卓 話

「ベトナムでの事業について」

矢野雄嗣

ロータリーニュース

（ROTARY JAPAN WEB より抜粋）

「2015－16 年度ＲＩ会長ノミニーを選出」

コロンボ・ロータリークラブ（スリラン

カ）の会員、K.R. "ラビ" ラビンドラン氏

が、指名委員会により 2015-16 年度国

際ロータリー会長ノミニーに選出されま

した。10 月 1 日までに対抗候補者が出

ない限り、ラビンドラン氏が会長ノミニーとなります。

会員増強がロータリーにおける最優先課題であると考えるラ

ビンドラン氏は、「会員増強を図る上で、今後も若い世代を重視

するとともに、経験豊富な退職者にも入会してもらわなくてはな

りません。一つの方法で、世界中の会員問題に対処することは

できないという認識に立ち、地域別の会員増強計画を立てたの

は適切であると思います」と述べています。

ラビンドラン氏はさらに、「アルバート・アインシュタインが『同

じことを繰り返しながら、違う結果を望むことを、狂気という』と

言ったように、ロータリーの従来の方法は、良い結果を生みま

せんでした。今回の地域別会員増強計画で、世界が 22 の地域

に分けられ、それぞれの地域にあった計画が実行されている

ことをうれしく思っています」と述べました。

「ロータリーが与えてきたインパクトを人々に理解してもらえる

よう、ロータリアンが、特にソーシャルメディアを通じて、一貫性

のあるかたちで、ロータリー・ストーリーを伝えていかなければ

なりません」と、ラビンドラン氏。「私たちのアイデンティティは、

シンプルで、ロータリーの中核となる価値観に基づいたもので

あり、しかも、ロータリアン以外にも分かりやすいものでなけれ

ばならないと思います」

商学の学位を持つラビンドラン氏は、ティーバッグの製造で世

界をリードする上場企業、Printcare PLC の創始者・CEO（最高

経営責任者）であり、そのほかいくつかの企業や慈善信託基金

の理事会メンバーを務めているほか、スリランカ最大の麻薬防

止団体である Sri Lanka Anti Narcotics Association の創立会長

です。

スリランカのポリオ・プラス委員長でもあるラビンドラン氏はさ

らに、同国政府関係者、ユニセフ、ロータリーのメンバーから成

るタスクフォースの委員長としてユニセフと協力し、同国北部を

領域とする武装組織から、全国予防接種デー（NDA）中の一時

停戦の約束を取り付けた実績があります。

1974 年にロータリーに入会したラビンドラン氏は、これまで、

国際ロータリーの理事および財務長、ロータリー財団管理委員

を務めたほか、国際協議会のディスカッションリーダー、地区ガ

バナー、規定審議会代表議員、ゾーン研究会委員長を歴任しま

した。また、スリランカで津波によって破壊された25校を再建す

る、ロータリー地区およびクラブのプロジェクトの委員長として、

15,000 人の生徒たちの支援に貢献しました。ロータリー財団功

労表彰状、財団特別功労賞、ポリオのない世界を目指す奉仕

賞の受賞者でもあります。

バナシー夫人との間には、2 人のお子さんがいらっしゃり、ご

夫妻は共に、財団のメジャードナー（レベル 4）です。

☆☆例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎８月２９日（木）第 ８６９ 回例会 「会員卓話」 田島陽介さん

◎９月 ５日（木）第 ８７０ 回例会 「クラブフォーラム RA」

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆


